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新
聞
と
教
育
委
員
会
機
関
誌
に
見
る 

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
へ
き
地
教
育
言
説
の
動
態

岩　

田　

一　

正

は
じ
め
に

―
問
題
の
所
在

―

一
九
七
一
年
の
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
、
中
教
審
と
略
す
）
答

申
「
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の
基

本
的
施
策
に
つ
い
て
」（
い
わ
ゆ
る
四
六
答
申
）
は
、
一
九
六
七
年

の
文
部
大
臣
剱
木
亨
弘
に
よ
る
「
学
校
教
育
に
対
す
る
国
家
社
会
の

要
請
と
教
育
の
機
会
均
等

・
・
・
・
・
・
・
」（
傍
点
は
引
用
者
）
な
ど
の
観
点
か
ら

の
学
校
教
育
の
制
度
的
・
内
容
的
な
検
討
と
い
う
諮
問
（
（
（

に
対
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
四
六
答
申
は
、
科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
産

業
構
造
の
変
化
に
応
え
る
た
め
に
、
ま
た
高
等
学
校
へ
の
進
学
率
の

急
速
な
上
昇
が
象
徴
す
る
学
校
教
育
の
量
的
な
拡
充
が
、
そ
の
質
的

な
多
様
化
、
個
性
化
を
要
請
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
情
勢
に
応
え

る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
戦
後
教
育
の
課
題
を
整
理
し
つ
つ
、
今
後

の
学
校
教
育
を
高
度
化
す
る
改
革
の
方
向
性
を
提
示
し
た
も
の
で
あ

る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。

こ
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
四
六
答
申
に
お
い
て
注
目
に
値
す
る

点
の
一
つ
は
、
そ
れ
ま
で
の
教
育
行
政
に
お
い
て
、
教
育
の
機
会
均

等
の
観
点
か
ら
諸
資
源
が
配
分
さ
れ
て
き
た
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地

学
校
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
半
ば
以
降
、
へ
き
地
の
教
育
環
境
を
整
備
し
よ
う

と
す
る
文
部
省
の
施
策
、
諸
団
体
の
活
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
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た
が
、
そ
れ
ら
の
施
策
や
活
動
の
結
果
、
へ
き
地
学
校
が
存
在
し
な

く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
へ
き
地
の
教
育
環
境
が
他
地

域
並
み
の
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
出
さ
れ
た
四
六
答
申
に
お
い
て
、
へ
き

地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
関
す
る
言
及
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
付

言
す
る
と
、
一
九
五
四
年
の
中
教
審
答
申
「
特
殊
教
育
な
ら
び
に
へ

き
地
教
育
振
興
に
関
す
る
答
申
」
に
お
い
て
、
そ
の
振
興
を
へ
き
地

教
育
と
と
も
に
答
申
さ
れ
た
「
特
殊
教
育
」
は
、
四
六
答
申
で
も
言

及
さ
れ
て
い
る
（
（
（

）。

具
体
的
に
言
え
ば
、
四
六
答
申
の
「
第
二
編　

今
後
に
お
け
る
基

本
的
施
策
の
あ
り
方
」「
第
一
章　

総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の

基
本
的
施
策
」「
六　

教
育
の
機
会
と
教
育
条
件
の
保
障
に
関
す
る

総
合
的
な
施
策
」
は
、「
教
育
の
機
会
均
等
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
第

一
歩
は
、
必
要
な
教
育
機
関
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
配

置
を
均
衡
の
と
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
容
力
や
地
理
的

条
件
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
る
機
会
が
大
き
く
左
右
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
（
（
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
の

は
幼
稚
園
教
育
の
普
及
充
実
、
特
殊
教
育
の
拡
充
整
備
、
高
等
教
育

の
計
画
的
な
整
備
充
実
（
私
学
へ
の
助
成
、
奨
学
金
制
度
の
充
実
な

ど
）
で
あ
り
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
の
拡
充
整
備
に
関
す
る

記
述
は
不
在
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
四
六
答
申
に
お
い
て
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学

校
は
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
の
課
題
は
、
そ

の
歴
史
的
文
脈
を
教
育
言
説
に
照
準
し
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
課
題
に
迫
る
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
新
聞
と
教
育
委

員
会
機
関
誌
に
お
い
て
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
が
ど
の
よ
う

に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
一
九
七
〇

年
代
初
頭
に
見
ら
れ
る
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
対
す
る
関
心

の
衰
退
に
相
関
す
る
で
あ
ろ
う
、
言
説
史
的
文
脈
の
一
端
を
照
射
す

る
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
い
。

へ
き
地
教
育
史
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
後
述
す
る
へ
き
地
教

育
振
興
法
の
制
定
や
改
正
、
ま
た
そ
の
背
景
に
あ
る
思
想
、
さ
ら
に

同
法
に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
る
へ
き
地
学
校
数
の
推
移
な
ど
を
検
討

す
る
制
度
史
、
政
策
史
、
思
想
史
的
な
研
究
成
果
が
、
あ
る
い
は
へ

き
地
に
お
け
る
教
育
実
践
や
学
校
運
営
の
実
態
や
成
果
、
課
題
を
記

述
し
た
り
、
学
校
の
統
廃
合
に
抵
抗
す
る
各
地
の
運
動
を
叙
述
し
た

り
す
る
事
例
研
究
的
な
研
究
成
果
が
数
多
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
管
見
の
限
り
、
新
聞
や
教
育
委
員
会
機
関
誌
な
ど
の
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
が
へ
き
地
教
育
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
た
の
か
を
、
歴
史
的

に
分
析
し
た
研
究
成
果
は
存
在
し
て
い
な
い
。
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本
論
文
は
、
前
記
し
た
課
題
に
迫
る
こ
と
を
通
じ
て
、
制
度
や
政

策
、
思
想
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
へ
き
地
教
育
の
世
界
が
、
ま
た
子

ど
も
が
少
な
く
、
教
材
も
十
分
で
は
な
い
困
難
な
環
境
で
教
育
方
法

や
学
校
運
営
に
関
す
る
工
夫
が
試
み
ら
れ
て
き
た
へ
き
地
教
育
の
世

界
が
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
ら
れ
て

き
た
の
か
と
い
う
、
教
育
に
関
す
る
制
度
や
政
策
、
思
想
、
実
践
、

ま
た
学
校
運
営
に
還
元
し
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
様
相
を
分
析
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
へ
き
地
教
育
史
研
究
の
蓄
積
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
第
一
に
へ
き
地
学
校
と
は
ど
の
よ
う
な
学
校
で
あ

り
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
に
そ
の
学
校
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
全
国

的
な
施
策
が
展
開
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
へ
き
地
学
校
の
教
育
に
実

際
に
取
り
組
ん
で
い
る
教
師
、
そ
れ
ら
の
教
師
を
支
援
す
る
各
地
の

教
育
行
政
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
か
を
簡

単
に
確
認
し
、
第
二
に
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
対
す
る
マ

ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
ど
の
よ
う
に
推
移
し

た
の
か
を
統
計
的
に
概
観
し
、
第
三
に
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
へ

き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
の
論
じ
方
が
、
一
九
六
〇
年
代
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
、
新
聞
や
地
方
の
教
育
委
員
会
機
関

誌
を
史
料
と
し
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
節　

へ
き
地
教
育
、
へ
き
地
学
校
を
巡
る 

一
九
五
〇
年
代
の
動
向

本
節
で
は
、
へ
き
地
学
校
（
小
学
校
と
中
学
校
が
あ
る
）
の
定

義
、
関
連
す
る
法
制
、
へ
き
地
学
校
数
の
推
移
、
へ
き
地
教
育
の
問

題
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
団
体
の
結
成
と
そ
の
活
動
な
ど
を
、
簡
単

に
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

後
述
す
る
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
連
盟
や
全
国
へ
き
地
教
育
振
興

促
進
期
成
会
の
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
九
五
三
年
に
衆
参
両
院
に

お
い
て
へ
き
地
教
育
振
興
に
関
す
る
決
議
が
可
決
さ
れ
、
五
四
年
に

は
へ
き
地
教
育
振
興
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
（
前
記
し
た
五

四
年
の
中
教
審
答
申
は
、
同
法
制
定
の
約
半
年
後
に
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
）、
そ
の
後
、
五
九
年
に
へ
き
地
学
校
級
別
指
定
基
準
が
、

へ
き
地
教
育
振
興
法
施
行
規
則
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

以
前
は
各
都
道
府
県
が
独
自
の
条
例
で
へ
き
地
学
校
を
指
定
し
て

い
た
が
、
同
施
行
規
則
制
定
後
は
、
全
国
同
一
基
準
で
へ
き
地
学
校

が
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
基
準
は
、
駅
や
停
留
所
、
医

療
機
関
、
高
等
学
校
、
郵
便
局
、
市
町
村
教
育
委
員
会
、
金
融
機

関
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
市
の
中
心
地
、
県
庁
所
在
地
や
そ
れ
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に
準
ず
る
都
市
の
中
心
地
ま
で
の
距
離
や
交
通
機
関
の
運
行
頻
度
な

ど
の
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
基
準
に
則
し
て
一
～
五
級
の
へ
き

地
学
校
が
指
定
さ
れ
た
。

一
九
六
〇
年
度
（
五
月
一
日
現
在
）
の
数
値
で
言
え
ば
、
小
学
校

二
万
六
八
五
八
校
中
六
六
〇
七
校
（
二
四
・
六
％
）、
中
学
校
一
万

二
九
八
六
校
中
二
七
一
二
校
（
二
〇
・
九
％
）
と
い
う
か
な
り
の
数

の
学
校
が
へ
き
地
学
校
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
へ
き
地
学
校
に
小
学
校
全
児
童
一
二
五
九
万
六
八
〇
人
中
八
二

万
七
〇
七
一
人
（
六
・
六
％
）
が
、
中
学
校
全
生
徒
五
八
九
万
九
九

七
三
人
中
二
六
万
八
一
一
六
人
（
四
・
五
％
）
が
在
学
し
て
い
た

（
以
上
の
数
値
は
『
学
校
基
本
調
査
』〈
昭
和
三
五
年
度
〉
に
よ
る
）。

一
九
六
〇
～
七
五
年
度
、
そ
し
て
二
〇
二
一
年
度
の
へ
き
地
学
校

数
、
児
童
数
、
生
徒
数
は
、
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
法
制
が
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
も
へ
き
地

学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
体
位
や
健
康
状
態
は
、
他
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
比
較
し
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
学
力
が
他
地
域
の
子
ど

も
た
ち
よ
り
も
低
い
こ
と
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
、
へ
き
地
学
校
で
は

給
食
の
提
供
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
、
交
通
手
段
の
改
善
（
ス

ク
ー
ル
・
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
・
ボ
ー
ト
な
ど
の
導
入
）、
個
人
に
応

じ
た
指
導
な
ど
に
力
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（
（

。
ま
た
、
へ
き

地
教
育
を
担
う
教
師
に
関
し
て
、
経
験
年
数
の
少
な
さ
（
そ
の
た

め
、
戦
後
教
育
を
受
け
た
教
師
が
多
く
、
当
時
と
し
て
は
学
歴
の
高

い
大
卒
の
教
師
の
割
合
が
他
地
域
よ
り
も
大
き
か
っ
た
）、
助
教
諭

の
多
さ
、
へ
き
地
学
校
で
の
勤
務
年
数
の
短
さ
な
ど
も
問
題
視
さ
れ

て
い
た
（
（
（

。

こ
れ
に
対
し
て
文
部
省
は
、
一
九
五
四
年
度
か
ら
へ
き
地
教
育
研

究
学
校
を
指
定
し
て
、
へ
き
地
教
育
に
関
す
る
研
究
の
進
展
を
図
ろ

う
と
し
、
五
六
年
度
か
ら
は
複
式
学
級
を
多
く
抱
え
る
へ
き
地
学
校

の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
教
科
に
つ
い
て
複
式
学
級
学
習
指
導
計
画

例
を
作
成
し
て
無
償
配
付
し
た
。
五
八
年
度
か
ら
は
へ
き
地
教
育
指

導
者
講
座
を
開
き
、
へ
き
地
学
校
の
教
師
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
企
図
し
、
五
九
年
に
は
雑
誌
『
へ
き
地
教
育
』
を
刊
行
し
、

へ
き
地
教
育
に
関
す
る
諸
情
報
・
資
料
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
こ
と

を
試
み
る
と
と
も
に
（
（
（

、
へ
き
地
に
お
け
る
教
師
の
奮
闘
を
描
い
た
映

画
『
谷
間
の
学
校
』
の
企
画
（
一
九
五
六
年
に
日
映
科
学
映
画
製
作

所
が
製
作
）
に
も
取
り
組
ん
だ
。

文
部
省
だ
け
で
な
く
、
へ
き
地
教
育
に
実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る

教
師
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
各
地
域
の
教
育
行
政
に
も
、
へ
き
地
教

育
が
抱
え
る
諸
問
題
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。

教
師
た
ち
に
関
し
て
言
え
ば
、
岐
阜
県
主
催
の
小
さ
い
学
校
教
育
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表
1　

へ
き

地
学

校
数

（
小

学
校

・
中

学
校

）、
児

童
数

、
生

徒
数

の
変

遷
（

1960
～

75
年

度
、

2021
年

度
）

（『
学

校
基

本
調

査
』

各
年

度
版

よ
り

作
成

。
な

お
、

1972
年

に
へ

き
地

教
育

振
興

法
施

行
規

則
が

改
定

さ
れ

、
指

定
基

準
が

基
本

的
に

は
緩

和
さ

れ
て

い
る

。
2021

年
度

の
数

値
は

、
全

小
学

校
数

・
へ

き
地

小
学

校
数

に
義

務
教

育
学

校
を

、
全

中
学

校
数

・
へ

き
地

中
学

校
数

に
中

等
教

育
学

校
を

、
ま

た
全

児
童

数
に

義
務

教
育

学
校

第
1

～
6

学
年

の
児

童
数

を
、

へ
き

地
小

学
校

児
童

数
に

義
務

教
育

学
校

第
1

～
9

学
年

の
児

童
生

徒
数

を
、

全
生

徒
数

に
義

務
教

育
学

校
第

7
～

9
学

年
の

生
徒

と
中

等
教

育
学

校
第

1
～

3
学

年
の

生
徒

を
、

へ
き

地
中

学
校

生
徒

数
に

中
等

教
育

学
校

第
1

～
3

学
年

の
生

徒
を

、
そ

れ
ぞ

れ
含

ん
で

い
る

た
め

参
考

数
値

と
な

る
。）

1960
1961

1962
1963

1964
1965

1966
1967

1968
1969

1970
1971

1972
1973

1974
1975

2021

全
小
学
校
数

26,858
26,741

26,615
26,423

26,210
25,977

25,687
25,487

25,262
25,013

24,790
24,540

24,325
24,592

24,606
24,650

19,487

へ
き
地
小
学
校
数

6,607
6,464

6,352
6,312

6,241
6,064

5,952
5,852

5,710
5,541

5,353
5,457

5,254
6,221

6,125
5,981

1,695

割
合

24.6%
24.2%

23.8%
23.9%

23.8%
23.3%

23.2%
23.0%

22.6%
22.2%

21.6%
22.2%

21.6%
25.3%

24.9%
24.3%

8.7%

全
児
童
数

12,590,680
11,810,874

11,056,915
10,471,383

10,030,990
9,775,532

9,584,061
9,452,071

9,383,182
9,403,193

9,493,485
9,595,021

9,696,133
9,816,536

10,088,776
10,364,846

6,262,256

へ
き
地
小
学
校
児
童
数

827,071
760,001

709,174
670,574

627,562
584,672

547,931
511,936

476,298
439,452

406,347
407,259

372,767
458,30 8

433,419
408,574

90,614

割
合

6.6%
6.4%

6.4%
6.4%

6.3%
6.0%

5.7%
5.4%

5.1%
4.7%

4.3%
4.2%

3.8%
4.7%

4.3%
3.9%

1.4%

全
中
学
校
数

12,986
12,849

12,647
12,502

12,310
12,079

11,851
11,684

11,463
11,278

11,040
10,839

10,686
10,836

10,802
10,751

10,132

へ
き
地
中
学
校
数

2,712
2,619

2,554
2,511

2,460
2,361

2,246
2,192

2,085
1,997

1,897
1,918

1,833
2,172

2,122
2,055

881

割
合

20.9%
20.4%

20.2%
20.1%

20.0%
19.5%

19.0%
18.8%

18.2%
17.7%

17.2%
17.7%

17.2%
20.0%

19.6%
19.1%

8.7%

全
生
徒
数

5,899,973
6,924,693

7,328,344
6,963,975

6,475,693
5,956,630

5,555,762
5,270,854

5,043,069
4,865,196

4,716,833
4,694,250

4,688,444
4,779,593

4,735,705
4,762,442

3,266,896

へ
き
地
中
学
校
生
徒
数

268,116
301,893

318 ,260
309,579

300,611
278,927

259,933
248,092

229,762
213,279

194,074
204,755

189,811
236,845

219,510
202,849

44,230

割
合

4.5%
4.4%

4.3%
4.4%

4.6%
4.7%

4.7%
4.7%

4.6%
4.4%

4.1%
4.4%

4.0%
5.0%

4.6%
4.3%

1.4%
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研
究
全
国
大
会
（
文
部
省
後
援
）
が
一
九
五
一
年
に
高
山
市
で
開
催

さ
れ
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
緊
急
動
議
に
基
づ
い
て
、
翌
五
二
年
に
北

海
道
と
文
部
省
の
共
催
で
帯
広
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
全

国
単
級
複
式
教
育
研
究
大
会
の
場
で
、
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
連
盟

が
結
成
さ
れ
、
へ
き
地
教
育
に
関
す
る
研
究
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
（
全
国
大
会
の
名
称
は
、
同
連
盟
の
結
成
に
合
わ
せ
て
、

以
後
は
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
と
な
る
）。
一
方
、
教
育
行
政

で
は
、
一
九
五
三
年
に
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
や
教
育
行
政
関
係

者
が
全
国
へ
き
地
教
育
振
興
促
進
期
成
会
を
結
成
し
、
へ
き
地
教
育

の
教
育
条
件
の
整
備
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

全
国
へ
き
地
教
育
研
究
連
盟
と
全
国
へ
き
地
教
育
振
興
促
進
期
成

会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
連
携
し
た
活
動

も
展
開
し
、
そ
れ
ら
の
諸
活
動
は
、
へ
き
地
教
育
振
興
法
の
制
定
な

ど
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（
（

。

第
二
節　

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
の
へ
き
地
教
育
へ
の
関
心
の
推
移

前
節
で
概
観
し
た
法
制
、
文
部
省
の
施
策
、
諸
団
体
の
活
動
な
ど

に
よ
っ
て
、
へ
き
地
学
校
の
教
育
条
件
を
他
の
地
域
並
み
の
も
の
と

す
る
と
い
う
福
祉
的
な
観
点
か
ら
、
へ
き
地
教
育
が
一
九
五
〇
年
代

以
降
に
人
々
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。

既
述
し
た
よ
う
に
、
一
九
五
九
年
に
は
雑
誌
『
へ
き
地
教
育
』

（
文
部
省
初
等
教
育
課
編
）
が
創
刊
さ
れ
（
七
一
年
発
行
の
第
三
〇

号
ま
で
刊
行
さ
れ
、
七
三
年
か
ら
後
継
誌
『
へ
き
地
教
育
資
料
』
が

刊
行
さ
れ
る
）、
へ
き
地
学
校
の
経
営
の
問
題
、
教
育
方
法
の
困
難
、

そ
れ
ら
を
克
服
す
る
研
究
・
工
夫
、
教
育
行
政
上
の
諸
問
題
、
へ
き

地
教
育
関
連
の
予
算
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
中
心
に
、
へ
き
地
教
育

関
係
者
に
資
料
を
提
供
す
る
活
動
も
始
ま
っ
た
（
へ
き
地
学
校
に
対

し
て
は
無
償
配
付
さ
れ
た
）。

ま
た
、
前
記
し
た
教
育
関
係
者
の
団
体
以
外
の
、
へ
き
地
教
育
を

支
援
す
る
諸
団
体
・
法
人
の
活
動
も
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
見

ら
れ
た
。
例
え
ば
、
株
式
会
社
電
通
と
一
五
の
新
聞
社
が
五
四
年
以

降
、
毎
年
、
優
良
図
書
を
へ
き
地
学
校
に
寄
贈
す
る
活
動
を
継
続
し

て
い
た
し
、
N
H
K
は
五
五
年
度
か
ら
五
年
間
に
亘
っ
て
無
電
灯
の

へ
き
地
学
校
に
、
約
千
台
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
・
ラ
ジ
オ
を
寄
贈
す
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

さ
ら
に
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
の
実
態
や
課
題
、
あ
る
い

は
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
へ
の
支
援
活
動
を
報
道
す
る
新
聞
記

事
も
、
総
数
と
し
て
は
僅
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
六
〇
年
前
後
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か
ら
増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
主
要
三
紙
（
朝
日
、
読
売
、
毎

日
）
に
お
け
る
へ
き
地
教
育
関
連
記
事
数
（
（
（

（
一
九
五
一
～
七
五
年
）

の
推
移
を
示
す
と
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
表
か
ら
は
、
新
聞
の
へ

き
地
へ
の
関
心
は
一
九
六
五
年
前
後
ま
で
は
大
き
く
な
っ
て
い
く

が
、
そ
れ
以
降
は
小
さ
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
認
識
で
き
る
。

こ
こ
で
、
一
九
六
〇
年
代
に
開
始
さ
れ
た
『
朝
日
新
聞
』
を
中
心

と
す
る
財
団
法
人
の
活
動
に
言
及
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
一
八

七
九
年
に
創
立
さ
れ
た
朝
日
新
聞
社
の
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
へ
き
地
学
校
に
対
す
る
寄
付
金
を
募
集
す
る
こ
と
と

な
り
、
同
社
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
六
〇
年
に
財
団
法
人
教
育
設
備

助
成
会
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
朝
日
新
聞
』
で
は
、

へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
が
見
出
し
に
な
い
同
財
団
法
人
関
連
の

記
事
に
お
い
て
も
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
関
連
す
る
内
容

が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

同
財
団
法
人
に
つ
い
て
さ
ら
に
記
せ
ば
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
六

〇
年
一
一
月
二
日
付
朝
刊
一
面
に
「
財
団
法
人
「
教
育
設
備
助
成

会
」
を
設
立　

へ
き
地
の
学
校
に
援
助
」
と
い
う
社
告
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
社
告
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
教
育
の
機
会
均
等
が
保
障

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
教
育
設
備
を
全
国
の
学
校
に
平
等

に
拡
充
す
る
こ
と
は
教
育
振
興
の
た
め
の
重
要
課
題
の
一
つ
」
で
あ

る
が
、「
へ
き
地
の
学
校
は
特
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
指
摘

し
、
こ
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の
が
同
財
団
法
人

で
あ
り
、「
ふ
だ
ん
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る
日
用
品
の
証
票
を
集
め

る
だ
け
で
、
経
済
上
の
負
担
な
し
に
学
校
の
設
備
が
整
え
ら
れ
、
同

時
に
へ
き
地
学
校
へ
の
援
助
に
も
な
る
仕
組
み
」
に
よ
っ
て
、「
教

育
設
備
の
整
備
助
成
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
ま
す
」
と
宣
言
し
て

い
る
。

こ
の
社
告
こ
そ
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
の
始
ま
り
を
告
げ
る
も
の
で

あ
っ
た
（
（1
（

。
そ
し
て
同
日
付
朝
刊
七
面
に
は
、「
勉
強
の
道
具
を
十
分

に
「
教
育
設
備
助
成
会
」
の
仕
事　

父
母
の
負
担
、
大
へ
ん　

置
き

去
り
の
へ
き
地
の
子
」、「
P
T
A
と
参
加
会
社
と
が
連
携　

教
材
設

備
費
を
生
み
出
す
」、「
へ
き
地
の
先
生
は
訴
え
る　
“
せ
め
て
ラ
ジ

オ
を
”　

フ
ラ
ス
コ
も
試
験
管
も
な
い　

鉄
棒
の
柱
は
腐
っ
て
い

る
」、「
理
科
は
お
話
だ
け
で
す　

か
な
し
く
な
る
貧
乏
学
校
」
と

い
っ
た
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
教
育
設
備
助
成
会
の
運
動
の

意
義
、
趣
旨
が
読
者
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
社
告
や
記
事
か
ら
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
は
へ
き
地
と

そ
れ
以
外
の
地
域
の
あ
い
だ
に
教
育
環
境
の
大
き
な
格
差
が
存
在

し
、
そ
れ
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
戦
後
新
教
育
の
理
念
を
実
現
す

る
社
会
的
な
課
題
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ベ
ル
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表
2　

朝
日

新
聞

、
読

売
新

聞
、

毎
日

新
聞

に
お

け
る

へ
き

地
教

育
に

関
連

す
る

記
事

件
数

の
推

移
（

1951
～

75
年

）

1951
1952

1953
1954

1955
1956

1957
1958

1959
1960

1961
1962

1963
1964

1965
1966

1967
1968

1969
1970

1971
1972

1973
1974

1975

朝
日
新
聞

0
0

0
5

1
3

1
2

4
7

6
7

16
7

15
6

4
3

4
6

2
5

2
3

2

読
売
新
聞

0
2

5
9

2
10

9
8

4
10

12
6

7
15

24
19

16
12

7
5

6
11

5
12

7

毎
日
新
聞

0
0

0
5

4
4

5
1

3
3

6
2

0
8

25
2

1
1

4
1

0
1

3
0

1

合
計
件
数

0
2

5
19

7
17

15
11

11
20

24
15

23
30

64
27

21
16

15
12

8
17

10
15

10

表
3　

N
H
K

番
組

に
お

け
る

へ
き

地
教

育
に

関
連

す
る

番
組

数
の

推
移

（
1959

～
70

年
）

（
N
H
Kア

ー
カ

イ
ブ

ス
内

の
「

N
H
Kク

ロ
ニ

ク
ル

」
よ

り
作

成
（

再
放

送
は

除
く

）。
＊に

つ
い

て
は

、「
都

会
の

中
の

分
校

」
と

い
っ

た
、

へ
き

地
以

外
の

分
校

に
関

す
る

番
組

は
除

い
て

い
る

。）

1959
1960

1961
1962

1963
1964

1965
1966

1967
1968

1969
1970

僻
地

0
0

1
0

0
0

0
0

0
0

0
0

へ
き
地

1
0

6
2

8
3

6
4

7
3

3
3

辺
地

0
0

0
0

0
3

13
9

2
1

3
1

過
疎

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

2
1

分
校
*

3
8

8
4

8
5

6
6

5
7

6
5

合
計

4
8

15
6

16
11

25
19

14
13

14
10
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マ
ー
ク
運
動
は
、
政
府
に
教
育
行
政
や
学
校
へ
の
予
算
配
分
の
増
大

を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
消
費
活
動
を
通
じ
て
、
そ
の
課
題

に
取
り
組
も
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
で
き
る
。

次
に
、
T
V
局
の
一
例
と
し
て
N
H
K
（
総
合
・
教
育
）
に
注
目

す
る
と
、
へ
き
地
学
校
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
・
ラ
ジ
オ
を
寄
贈
す
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
は
前
記
し
た
が
、
N
H
K
テ
レ
ビ
映
画

『
山
の
分
校
の
記
録
（
総
集
編
）』（
一
九
六
〇
年
五
月
五
日
放
送
、

一
九
六
〇
年
第
一
二
回
イ
タ
リ
ア
賞
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

部
門
第
二
位
〈
ト
リ
エ
ス
テ
市
観
光
協
会
賞
〉
受
賞
）
で
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
、
へ
き
地
学
校
へ
の
巡
回
テ
レ
ビ
の
貸
し
出
し
も
行
っ

て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
、
一
九
五
九
年
に
世
界

初
の
教
育
専
門
局
と
し
て
開
局
し
た
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が

放
送
す
る
テ
レ
ビ
番
組
を
視
聴
し
て
学
習
し
、
へ
き
地
の
不
利
な
教

育
条
件
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
学
校
も
現
れ
て
き
た
。

N
H
K
は
ま
た
、
へ
き
地
教
育
を
扱
っ
た
番
組
を
数
多
く
制
作
し

て
い
た
。
僻
地
、
へ
き
地
、
辺
地
、
過
疎
、
分
校
と
い
う
文
言
を
含

み
、
番
組
名
と
番
組
詳
細
か
ら
へ
き
地
教
育
に
関
連
す
る
と
考
え
ら

れ
る
一
九
五
九
～
七
〇
年
に
放
送
さ
れ
た
番
組
数
を
示
す
と
、
表
3

の
よ
う
に
な
り
、
新
聞
記
事
と
同
様
に
一
九
六
五
年
前
後
に
番
組
数

が
最
多
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
節
で
見
た
デ
ー
タ
か
ら
は
、
一
九
六
〇
年
代
半

ば
ま
で
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
へ
き
地
教
育
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

り
続
け
た
こ
と
、
し
か
し
そ
の
時
期
を
境
に
そ
の
関
心
が
薄
ら
い
で

い
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
変
容
の
過
程
に
お
い

て
へ
き
地
教
育
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
第
三
節
で
新
聞
の
社
説
を
主
た
る
史
料
と
し
て
、
第
四
節
に
お

い
て
地
方
教
育
委
員
会
の
機
関
誌
を
史
料
と
し
て
分
析
し
て
い
く
こ

と
と
し
た
い
。

第
三
節　

新
聞
の
社
説
に
見
ら
れ
る
へ
き
地
教
育 

言
説

こ
こ
で
は
『
朝
日
新
聞
』『
読
売
新
聞
』『
毎
日
新
聞
』
と
い
う
三

つ
の
中
央
紙
の
社
説
を
史
料
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
い
て
新

聞
の
へ
き
地
教
育
言
説
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
概
観
す
る

こ
と
と
し
た
い
。
一
九
六
〇
年
代
を
、（
一
）
前
半
（
六
〇
～
六
二

年
）、（
二
）
半
ば
（
六
三
～
六
六
年
）、（
三
）
後
半
（
六
七
～
六
九

年
）
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
言
説
の
特
徴
を
検
討
し
よ

う
。
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（
一
）　
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
社
説
に
お
け
る
へ
き
地
教
育
言
説

『
毎
日
新
聞
』
の
社
説
は
、
こ
の
時
期
に
へ
き
地
教
育
を
扱
っ
て

い
な
い
こ
と
を
最
初
に
記
し
て
お
く
。

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
一
年
九
月
五
日
付
朝
刊
社
説
「「
へ
き
地

性
」
の
克
服
を
」（
二
面
）
で
は
、「
へ
き
地
対
策
」
や
「
へ
き
地
振

興
」
の
最
終
的
な
目
標
は
「
へ
き
地
性
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
り
、

へ
き
地
を
な
く
す
こ
と
で
あ
る
は
ず
」
で
あ
り
、「
へ
き
地
の
生
活

に
、
文
化
と
政
治
の
光
を
投
げ
か
け
て
、
国
民
生
活
の
底
辺
か
ら
、

引
き
あ
げ
よ
う
と
」
し
て
い
る
文
部
省
、
厚
生
省
、
自
治
省
の
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
を
評
価
し
つ
つ
、「
経
済
成
長
の
か
げ
で
、
地
域
格
差

が
い
よ
い
よ
激
し
く
な
る
」
情
勢
で
あ
る
か
ら
、「
総
合
的
施
策
に
、

今
度
こ
そ
ぜ
ひ
と
も
乗
り
だ
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
論
じ
て
い
る
。

同
紙
同
年
一
〇
月
一
八
日
付
朝
刊
社
説
「「
へ
き
地
教
育
」
に
新

し
い
関
心
を
」（
二
面
）
は
、「
へ
き
地
教
育
へ
の
対
策
」
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
第
一
に
へ
き
地
の
子
ど
も
の
中
学
卒
業
後
の
生
活
に
配

慮
し
て
、「
身
に
つ
け
て
や
る
学
力
の
う
ち
に
、
や
は
り
「
社
会
性
」

と
か
、「
集
団
性
」「
共
同
性
」
と
い
う
こ
と
も
ふ
く
ま
れ
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
」
と
他
地
域
と
異
な
る
教
育
目
標
の
設
定
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
「
有
能
な
教
師
の
確
保
が
、
当
面
の
問
題

と
な
っ
て
い
る
」
の
で
、「
教
員マ

マ

の
質
と
数
の
問
題
は
、
改
め
て
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

「
教
育
の
機
会
均
等
と
か
、
平
等
の
義
務
教
育
に
つ
い
て
ま
じ
め
に

考
え
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
「
へ
き
地
性
の
克
服
」
と
い
う
国
と

し
て
の
総
合
開
発
的
な
施
策
が
、
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
る
ま
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
読
売
新
聞
』
同
年
一
一
月
三
日
付
朝
刊
社
説
「
文
化
の
谷
間
に

特
別
の
配
慮
を
」（
一
面
）
は
、「
文
化
の
谷
間
」
と
な
っ
て
い
る
へ

き
地
の
教
育
に
関
し
て
は
、「
町
村
財
政
の
貧
し
さ
」、「
住
民
の
教

育
へ
の
無
関
心
」
な
ど
の
問
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
が
、
第
一

に
「
へ
き
地
校
の
教
師
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
」（
人
事
の
工
夫

や
研
修
費
の
支
給
な
ど
を
通
じ
て
）、
第
二
に
「
単
級
あ
る
い
は
複

式
学
級
で
の
教
育
課
程
編
成
の
研
究
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
う
、

「
比
較
的
手
の
つ
け
や
す
い
問
題
を
具
体
的
に
と
り
あ
げ
、
学
校
教

育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
」、
結
果
的
に
「
い
わ
ゆ
る
へ
き

地
性
を
解
消
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
論

じ
て
い
る
。

同
紙
一
九
六
二
年
二
月
二
五
日
付
朝
刊
社
説
「
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
を
生
か
せ
」（
一
面
）
は
、
前
年
実
施
の
「
小
学
校
と
高
等
学
校

の
全
国
学
力
調
査
結
果
の
中
間
発
表
」
に
お
い
て
、「
学
校
差
、
地
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域
差
が
依
然
と
し
て
大
き
い
と
い
う
点
に
至
っ
て
は
、
年
来
辺
地
教

育
の
ひ
ど
い
立
ち
お
く
れ
や
、
そ
の
振
興
策
が
各
方
面
か
ら
指
摘
さ

れ
要
求
さ
れ
て
い
る
の
に
、
中
央
、
地
方
を
問
わ
ず
行
政
当
事
者

が
、
地
域
差
是
正
の
施
策
に
お
い
て
こ
れ
に
答
え
る
こ
と
を
し
な

か
っ
た
結
果
と
見
て
い
い
」
と
断
じ
、「
学
力
調
査
の
結
果
が
教
育

条
件
の
整
備
改
善
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と
を

批
難
し
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
社
説
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
へ

き
地
教
育
の
「
へ
き
地
性
」
の
克
服
が
課
題
と
さ
れ
、『
朝
日
新
聞
』

の
社
説
は
、
省
庁
を
横
断
す
る
総
合
的
な
施
策
に
よ
っ
て
、『
読
売

新
聞
』
の
社
説
は
、
教
師
の
質
の
改
善
や
教
育
条
件
の
整
備
、
教
育

課
程
編
成
の
工
夫
、
学
力
テ
ス
ト
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
へ
き
地

性
を
解
消
し
得
る
と
論
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）　
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
社
説
に
お
け
る
へ
き
地
教
育
言
説

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
三
年
四
月
一
七
日
付
朝
刊
社
説
「
学
校
給

食
の
義
務
制
化
に
賛
成
」（
一
面
）
は
、
六
三
年
度
か
ら
小
中
学
校

で
ミ
ル
ク
給
食
が
行
わ
れ
る
こ
と
（
脱
脂
粉
乳
へ
の
国
庫
補
助
の
開

始
）
を
伝
え
、
学
校
給
食
の
効
用
を
記
述
し
た
上
で
、
学
校
給
食
を

「
も
っ
と
も
必
要
と
す
る
」「
農
漁
村
や
山
村
へ
き
地
に
ほ
と
ん
ど
普

及
」
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
国
が
ど
こ
ま
で
費
用
支
出
の

決
意
を
す
る
か
が
、
学
校
給
食
の
義
務
制
化
に
、
も
っ
と
も
大
き
く

関
係
す
る
問
題
と
な
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
他
紙
の
社
説
で
も
給
食
の
提
供
が
へ
き
地
教
育

に
お
い
て
解
決
す
る
べ
き
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
（
（1
（

。『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
五
年
六
月
一
三
日
付
朝
刊
社
説
「
辺
地

の
子
ら
の
声
を
き
け
」（
五
面
）
や
同
紙
同
年
八
月
二
四
日
付
朝
刊

社
説
「
辺
地
の
実
情
に
合
う
給
食
を
」（
五
面
）、
そ
し
て
『
朝
日
新

聞
』
同
年
六
月
一
七
日
付
社
説
「
辺
地
校
の
悩
み
と
冷
害
」（
二
面
）

に
お
い
て
、
へ
き
地
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
給
食
を
提
供
す
る
た
め

に
、
町
村
の
財
政
や
保
護
者
の
負
担
な
ど
だ
け
に
期
待
す
る
の
で
は

な
く
、
国
家
な
ど
が
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
支
援
に
よ
る
へ
き
地
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
食
生
活
の
充
実
は
、

一
九
五
一
年
に
制
定
さ
れ
た
児
童
憲
章
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

『
読
売
新
聞
』
一
九
六
四
年
四
月
八
日
付
朝
刊
社
説
「
へ
き
地
教

育
の
振
興
を
」（
一
面
）
は
、「
若
く
て
す
ぐ
れ
た
教
師
を
、
へ
き
地

の
学
校
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
」
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
ま
た
「
複

式
授
業
が
、
教
師
の
熱
心
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
効
果
を
あ
げ
て
い

な
い
」
た
め
、
へ
き
地
教
育
は
改
善
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
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「
文
部
省
が
三
十
九
年
度
か
ら
、
中
学
生
を
へ
き
地
の
親
も
と
か
ら

離
し
、
教
育
条
件
の
い
い
土
地
で
集
団
教
育
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
」
こ
と
を
評
価
し
、「
小
学
校
に
も
適
用
し
て
、
へ
き
地
教
育
振

興
の
基
本
構
想
に
す
る
よ
う
に
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
、「
平
た
ん

地
集
団
教
育
の
新
構
想
に
財
政
支
出
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と

論
じ
て
い
る
。

同
紙
一
九
六
六
年
年
一
二
月
一
二
日
付
朝
刊
社
説
「
学
校
給
食
の

改
善
は
か
れ
」（
二
面
）
で
も
学
校
給
食
が
論
じ
ら
れ
、「
充
実
期
を

迎
え
た
学
校
給
食
が
当
面
す
る
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
へ
き
地
の
学

校
給
食
を
質
量
と
も
に
充
実
す
る
こ
と
で
あ
」
り
、
そ
の
た
め
の
方

策
と
し
て
、「
教
育
効
果
の
あ
が
る
適
正
規
模
の
学
校
で
、
す
ぐ
れ

た
教
師
の
多
数
に
め
ぐ
ま
れ
、
三
食
の
完
全
給
食
が
得
ら
れ
る
寄
宿

学
校
は
ま
さ
に
“
一
石
三
鳥
”
で
あ
る
」
と
小
規
模
学
校
の
統
合
、

寄
宿
舎
の
整
備
を
挙
げ
て
い
る
（
（1
（

。

『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
四
年
六
月
三
〇
日
付
朝
刊
社
説
「
辺
地
教

育
の
改
善
を
急
げ
」（
五
面
）
は
、
へ
き
地
教
育
の
改
善
に
教
育
の

機
会
均
等
と
い
う
観
点
だ
け
で
な
く
、「
経
済
成
長
政
策
と
か
ら
ん

で
の
「
地
域
格
差
の
是
正
」
と
い
う
新
し
い
要
素
が
加
わ
っ
て
き
て

い
る
」
と
指
摘
し
つ
つ
、「
辺
地
校
の
教
育
条
件
や
教
育
環
境
と
い

う
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
種
々
の
施
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ほ

ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と
を
問
題
視
し
、
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

が
都
市
部
の
学
校
を
上
回
る
一
部
の
学
校
を
取
り
上
げ
て
「「
教
師

の
指
導
力
」
第
一
主
義
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
辺
地
の
教
育
条
件
整

備
へ
の
努
力
に
手
抜
か
り
の
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
主
張
し
て
い
る
。

同
紙
一
九
六
五
年
四
月
六
日
付
朝
刊
社
説
「
辺
地
教
育
に
関
心
と

支
持
を
」（
五
面
）
は
、「
辺
地
教
育
の
重
荷
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
絶

望
の
自
殺
を
し
た
」
秋
田
県
の
畠
山
秀
雄
校
長
の
事
例
と
、
山
梨
県

の
退
職
校
長
で
、「
改
め
て
補
助
教
員
と
し
て
県
下
の
辺
地
校
に
赴

任
し
た
」
野
本
宗
幹
氏
の
事
例
は
「
と
も
に
、
辺
地
の
教
育
が
特
殊

な
状
況
の
も
と
に
置
か
れ
、
特
殊
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
と
意
味
づ
け
、
都
市
部
と
は

異
な
っ
て
「
へ
き
地
に
は
地
理
的
な
不
便
と
経
済
的
な
貧
困
と
い
う

教
育
以
前
の
条
件
に
よ
る
特
殊
な
教
育
問
題
が
あ
る
」
と
論
じ
て
い

る
。
そ
し
て
、
文
部
省
や
教
育
委
員
会
も
、
予
算
的
に
人
事
的
に
辺

地
教
育
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、「
有
効
な
対
策
が
な
い
と

い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。赤

い
ホ
オ
を
し
た
無
邪
気
な
子
供
た
ち
の
存
在
こ
そ
、
す
べ
て
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を
訴
え
、
す
べ
て
を
解
決
す
る
カ
ギ
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
辺
地
で
教
育
に
て
い
身
す
る
先
生
が
た
と
、
そ
の
事
実
を

い
つ
も
忘
れ
な
い
で
支
持
す
る
国
民
の
意
識
と
に
よ
っ
て
、
彼

ら
の
幸
福
を
守
り
た
い
。
辺
地
教
育
の
改
善
は
、
一
朝
一
夕
に

は
で
き
な
い
だ
け
に
、
こ
の
教
育
問
題
を
け
っ
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

以
上
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
三
紙
の
社
説
を
概
観
し
た
が
、
六

〇
年
代
前
半
に
は
そ
の
解
決
を
楽
観
視
し
て
い
た
へ
き
地
性
の
克
服

が
実
際
に
は
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
克
服
の
た
め
に
は
六
〇
年

代
前
半
の
社
説
で
も
言
及
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
地
理
的
な
不
便

と
経
済
的
な
貧
困
」
と
い
っ
た
学
校
教
育
外
部
の
条
件
を
総
合
的
に

支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
社
説
が
あ
り
、
そ
れ

に
加
え
て
、
へ
き
地
性
の
克
服
が
困
難
で
あ
る
ゆ
え
に
学
校
を
統
合

し
、
子
ど
も
を
親
元
か
ら
離
し
て
平
坦
地
の
学
校
に
お
け
る
集
団
教

育
を
実
施
す
る
、
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
期
待
す
る
社
説
も
見
ら
れ

た
。
ま
た
、
へ
き
地
教
育
の
改
善
に
簡
単
に
は
成
果
が
見
ら
れ
な
い

と
し
て
も
、
へ
き
地
の
子
ど
も
た
ち
の
幸
福
を
守
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
、
と
読
者
の
情
緒
に
訴
え
る
社
説
も
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
へ
き
地
性
自
体
の
克
服
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
へ
き
地
教

育
に
お
い
て
他
地
域
並
み
に
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
得
る
も
の
と
し

て
学
校
給
食
が
注
目
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

（
三
）　
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
社
説
に
お
け
る
へ
き
地
教
育
言
説

『
読
売
新
聞
』
に
は
、
当
該
時
期
に
へ
き
地
教
育
を
論
じ
た
社
説

が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
他
紙
の
社
説
も
へ
き
地
教
育
を
主
題
的
に
論

じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
過
疎
対
策
」
を
主
題
と
し
て
論
じ
る

な
か
で
、
そ
の
事
例
と
し
て
へ
き
地
教
育
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

が
、
こ
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。

『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
九
年
九
月
二
六
日
付
朝
刊
社
説
「
過
疎
地

は
処
女
地
で
あ
る
」（
二
面
）
は
、「
代
表
的
な
過
疎
地
と
い
わ
れ
る

島
根
県
美
濃
郡
匹
見
町
は
千
三
百
余
世
帯
の
九
割
以
上
に
テ
レ
ビ
が

普
及
し
、
有
線
電
話
が
ほ
と
ん
ど
全
戸
に
つ
い
て
い
る
。
自
家
用
車

も
多
く
、
生
活
条
件
は
決
し
て
低
く
は
な
い
。
が
、
そ
れ
で
も
人
々

は
町
を
去
り
、
町
は
花
嫁
さ
が
し
に
懸
命
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

町
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
あ
る
」
と
し
て
、
映
画
館
、
バ
ー
、
喫
茶

店
と
い
っ
た
施
設
が
な
い
の
で
あ
り
、「
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
投
資
の

場
と
は
な
り
え
な
い
の
だ
」
と
指
摘
し
、「
過
疎
地
を
救
う
最
後
の

手
だ
て
は
投
資
を
呼
び
こ
む
こ
と
で
あ
る
。
巡
回
診
療
車
や
辺
地
学
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校
の
寄
宿
舎
を
建
て
る
と
い
っ
た
対
症
療
法
で
は
過
疎
化
の
進
行
は

防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
投
資
を
呼
び
こ
む
に
は
、
若
者
が
町
に
と

ど
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
論
じ
、
へ
き
地
学
校
に
お
け
る
寄
宿
舎

の
建
設
な
ど
で
は
な
く
、
過
疎
地
へ
の
投
資
を
喚
起
す
る
開
発
が
必

要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

『
毎
日
新
聞
』
同
年
六
月
二
一
日
付
朝
刊
社
説
「
過
疎
地
域
対
策

へ
の
条
件
」（
五
面
）
は
、「
最
近
の
都
市
化
現
象
の
二
つ
の
ヒ
ズ

ミ
、
つ
ま
り
、
大
都
市
地
域
に
お
け
る
過
密
と
、
山
村
地
帯
な
ど
の

過
疎
と
は
、
昭
和
三
十
年
代
以
後
の
高
度
経
済
成
長
の
も
た
ら
し

た
、
過
渡
的
な
現
象
で
あ
る
」
と
し
、「
過
疎
地
域
で
は
、
こ
の
十

年
来
、（
中
略
）
若
い
人
々
を
地
域
に
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、（
中
略
）
地
域
全
体
が
活
気
を
失
い
、
財
政
も
窮
乏
し
、
防
災
、

教
育
な
ど
、
生
活
に
最
低
必
要
な
諸
条
件
さ
え
備
わ
ら
な
い
状
態
に

あ
る
と
こ
ろ
が
、
少
な
く
な
い
」
と
現
状
を
記
し
、
今
後
に
関
し
て

は
、「
経
済
社
会
の
発
展
に
伴
っ
て
、
特
定
地
域
の
人
口
や
労
働
力

の
流
出
は
、
や
む
を
え
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
人
口
が
流
出
す
る
こ
と
を
当

然
と
し
た
う
え
で
の
措
置
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
」
の
で

あ
り
、「
重
要
な
の
は
、（
中
略
）
そ
の
地
域
の
長
期
的
、
効
果
的
な

開
発
は
な
に
か
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
社
説
は
、
へ
き
地
の
イ
ン

フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
も
若
者
が
へ
き
地
を
去
る
状
況
に
対
処
す
る
た

め
に
、
へ
き
地
に
投
資
を
喚
起
す
る
よ
う
な
開
発
を
求
め
た
り
、
各

へ
き
地
の
特
性
に
応
じ
た
開
発
や
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
た
り

し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
毎
日
新
聞
』
の
社
説
か
ら
は
、
六
〇
年
代

後
半
に
は
す
べ
て
の
へ
き
地
を
支
援
す
る
こ
と
が
断
念
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
を
読
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
社
説
に

お
い
て
、
都
市
の
過
密
と
へ
き
地
（
特
に
山
村
）
の
過
疎
が
同
時
に

論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。

（
四
）　
一
九
六
〇
年
代
の
社
説
に
見
ら
れ
る
へ
き
地
教
育
言
説
の
変
容

一
九
六
〇
年
代
の
各
紙
の
社
説
を
通
読
す
る
と
、
当
初
は
へ
き
地

教
育
の
改
善
、
へ
き
地
性
の
克
服
が
楽
観
視
さ
れ
て
い
た
が
、
六
〇

年
代
半
ば
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
の
改
善
、
克
服
は
教
育
行
政
、
学
校

や
教
師
、
そ
し
て
保
護
者
の
尽
力
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が

改
め
て
確
認
さ
れ
、
現
状
で
も
子
ど
も
た
ち
に
提
供
で
き
る
も
の
と

し
て
学
校
給
食
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
に
注
目
が
集
ま
り
、
後
半

に
は
へ
き
地
教
育
自
体
が
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
ず
、
過
疎
対
策
の
文

脈
で
言
及
さ
れ
る
に
留
ま
り
、
ま
た
す
べ
て
の
へ
き
地
を
同
等
に
支

援
す
る
こ
と
へ
の
断
念
が
語
ら
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
と
い
う
動
態
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を
認
識
で
き
る
。
そ
し
て
六
〇
年
代
後
半
に
は
、
へ
き
地
の
過
疎
と

都
市
の
過
密
と
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
教
育
問
題
を
同
時
に
論
じ
る

言
説
も
浮
上
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
社
説
以
外
で
も
確
認
で

き
る
。

『
朝
日
新
聞
』
を
例
と
す
る
と
、
一
九
六
七
年
一
二
月
二
五
日
付

朝
刊
二
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
地
方
報
告
」
に
「
学
校
教
育
に
深

刻
な
影
響
◆
過
密
・
過
疎
」
と
い
う
見
出
し
が
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ

れ
て
い
る
「「
過
密
」
と
「
過
疎
」

―
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
子

を
持
つ
親
の
悩
み
は
深
い
。
文
部
省
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
に
産
炭

地
な
ど
を
含
め
て
“
教
育
困
難
地
域
”
と
呼
ん
で
い
る
。（
中
略
）

「
雪
の
中
に
置
忘
れ
な
い
で
…
…
」
と
新
潟
県
十
日
町
市
辺
地
教
育

振
興
会
の
報
告
書
は
訴
え
て
い
る
が
、
激
し
い
都
市
化
の
流
れ
の
中

で
子
ど
も
が
置
忘
れ
ら
れ
て
は
な
る
ま
い
」
と
い
う
文
言
は
、
新
た

な
問
題
と
し
て
浮
上
し
た
過
密
が
も
た
ら
し
て
い
る
事
態
を
、
過
疎

が
も
た
ら
し
て
い
る
事
態
よ
り
も
深
刻
な
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い

る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
紙
一
九
六
八
年
六
月
一
八
日
付
朝
刊
一
七
～
二
一
・
二

三
面
（
二
二
面
は
広
告
）
に
掲
載
さ
れ
た
特
集
「
教
育　

過
疎
・
過

密
の
ひ
ず
み
」
で
は
、
過
密
地
域
と
過
疎
地
域
に
お
け
る
学
校
教
育

の
現
状
が
報
告
さ
れ
、
過
密
都
市
の
「
詰
込
ま
れ
る
子
」
と
過
疎
地

域
の
「
取
残
さ
れ
る
子
」
が
対
比
的
に
描
か
れ
て
い
る
が
（
（1
（

、
特
集
に

あ
る
勝
田
守
一
、
斎
藤
喜
博
、
金
沢
嘉
市
、
篠
崎
五
六
の
座
談
会

「
揺
れ
る
社
会
の
教
師
像
」（
二
三
面
）
で
は
、「
私
は
、
過
密
、
過

疎
は
、
教
育
に
と
っ
て
、
副
次
的
な
問
題
だ
と
感
じ
る
。
意
欲
的
な

教
師
だ
っ
た
ら
、
分
校
の
方
が
教
え
や
す
い
。
県
の
指
導
主
事
に
も

邪
魔
さ
れ
な
い
し
（
笑
い
）。
教
材
だ
っ
て
自
由
に
作
れ
る
」（
篠

崎
）、「
分
校
の
子
ど
も
に
は
競
争
が
な
い
か
ら
き
た
え
ら
れ
な
い
と

い
う
が
、
と
ん
で
も
な
い
。
私
が
分
校
の
教
師
な
ら
、
そ
こ
の
子
ど

も
を
よ
く
す
る
こ
と
に
全
力
を
傾
け
て
み
せ
る
。
マ
ン
モ
ス
学
校
で

は
だ
め
。
子
ど
も
一
人
一
人
の
可
能
性
を
伸
ば
す
に
は
、
千
人
以
上

の
学
校
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
こ
と
な
ん
だ
」（
金
沢
）
と
語
ら
れ
、

へ
き
地
学
校
は
教
育
環
境
と
し
て
過
密
地
域
の
大
規
模
学
校
よ
り
も

恵
ま
れ
て
い
る
と
表
象
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
へ
き
地
に
お
け
る
教
育
問
題
と
都
市
の
過
密
地
域

に
お
け
る
教
育
問
題
が
同
時
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
両

者
の
比
較
に
お
い
て
、
へ
き
地
学
校
の
方
が
都
市
の
大
規
模
学
校
よ

り
も
教
育
環
境
と
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
語
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
都

市
の
過
密
問
題
へ
の
対
応
が
優
先
し
て
眼
差
さ
れ
論
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
新
聞
の
社
説
や
記
事
に

お
い
て
創
出
さ
れ
た
教
育
言
説
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
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『
へ
き
地
の
子
ど
も
』（
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
六
二
年
）
の
著
者

で
あ
る
教
育
社
会
学
者
溝
口
謙
三
の
一
〇
年
後
の
著
書
『
教
育
の
へ

き
地

―
過
疎
と
過
密
の
中
の
子
ど
も

―
』（
日
本
放
送
出
版
協

会
、
一
九
七
二
年
）
の
副
題
も
、
六
〇
年
代
後
半
以
降
に
、
教
育
に

対
す
る
過
密
問
題
の
影
響
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
象
徴
的
な

例
で
あ
ろ
う
（
後
者
で
は
、「
地
域
の
生
活
条
件
の
不
備
か
ら
、
教

育
条
件
の
不
備
や
非
能
率
、
偏
り
を
「
へ
き
地
教
育
」
と
よ
ん
で
き

た
と
す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
都
市
地
域
の
生
活
の
劣
悪
さ
か
ら
、
子

ど
も
の
教
育
条
件
が
疎
外
さ
れ
て
大
き
な
偏
り
を
み
せ
て
い
る
事
実

は
、「
教
育
の
へ
き
地
化
」
と
で
も
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」

と
、
へ
き
地
概
念
を
「
拡
大
充
当
」
し
て
い
る
〈
四
頁
〉）。

第
四
節　

教
育
雑
誌
の
特
集
に
お
け
る
へ
き
地
教
育 

言
説

本
節
で
は
、
大
都
市
と
へ
き
地
を
有
す
る
愛
知
県
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
同
県
教
育
委
員
会
の
機
関
誌
『
教
育
愛
知
』（
一
九
五
三
年
創

刊
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
編
『
愛
知
県
教
育
委
員
会
報
』

〈
一
九
五
〇
～
五
三
年
〉
の
後
継
誌
）
を
史
料
と
し
て
、
教
育
関
係

者
が
一
九
六
〇
年
代
に
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
を
ど
の
よ
う
に

論
じ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
論
じ
方
に
変
容
は
見
ら
れ
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

同
誌
で
は
、
学
校
だ
よ
り
、
授
業
参
観
記
、
教
育
時
報
、
科
学
教

育
セ
ン
タ
ー
報
告
、
教
育
事
務
所
・
各
市
教
委
だ
よ
り
、
随
想
・
随

筆
、
研
究
員
論
文
と
い
っ
た
数
多
く
の
欄
で
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地

学
校
が
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
主
と
し
て
へ
き
地
教
育
や

へ
き
地
学
校
を
扱
っ
て
い
る
特
集
に
照
準
し
、
諸
論
考
が
へ
き
地
教

育
や
へ
き
地
学
校
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
か
を
、
前
節
と
同

様
に
一
九
六
〇
年
代
を
（
一
）
前
半
（
六
〇
～
六
二
年
）、（
二
）
半

ば
（
六
三
～
六
六
年
）、（
三
）
後
半
（
六
七
～
六
九
年
）
に
区
分
し

て
検
討
す
る
。

（
一
）　‌�

一
九
六
〇
年
代
の
前
半
の
『
教
育
愛
知
』
に
お
け
る‌

へ
き
地
教
育
言
説

一
九
六
一
年
二
月
号
の
特
集
「
教
育
の
諸
問
題　

へ
き
地
教
育
」

（
一
〇
～
二
三
頁
）
に
は
、
続
有
恒
「
へ
き
地
教
育
に
つ
い
て
」、
知

多
・
日
間
賀
小
学
校
「
島
の
子
ど
も
た
ち
と
学
校
」、
北
設
・
足
込

小
学
校
「
生
活
経
験
を
い
か
に
し
て
豊
富
に
し
て
い
く
か

―
へ
き

地
学
校
の
子
ど
も
た
ち

―
」、
東
加
茂
・
大
多
賀
小
学
校
「
複
式

学
習
指
導
の
個
別
化
と
集
団
化

―
山
間
へ
き
地
極
小
規
模
学
校
経
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営
の
一
断
面

―
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
続
の
論
考

を
辿
る
こ
と
と
し
よ
う
。

続
は
ま
ず
、「
へ
き
地
の
子
ど
も
は
経
験
が
狭
く
、
視
野
が
狭
く
、

（
中
略
）
態
度
に
積
極
性
が
少
な
い
」（
一
一
頁
）
な
ど
と
言
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
都
市
の
子
ど
も
と
比
較
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
へ
き
地

の
大
人
を
見
れ
ば
、
実
は
へ
き
地
の
子
ど
も
た
ち
は
へ
き
地
社
会
に

適
応
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
、
都
市
の
子
ど
も

の
特
性
を
へ
き
地
の
子
ど
も
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

の
へ
き
地
社
会
へ
の
適
応
の
阻
害
を
帰
結
す
る
と
指
摘
し
、
し
た

が
っ
て
、「
へ
き
地
性
へ
の
挑
戦
は
、
子
ど
も
だ
け
を
相
手
に
な
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
地
域
社
会
全
体
を
相
手
に
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
と
き
、
そ
こ
に
は
、
近
代
化
を
妨
げ
て
い
る
社
会

的
・
経
済
的
条
件
が
大
き
く
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
」（
一
二
頁
）

の
で
あ
り
、
こ
の
条
件
へ
の
介
入
は
学
校
教
育
だ
け
で
担
え
る
も
の

で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
へ
き
地
社
会
の
へ
き
地
性
の
克
服
と
い
う
困
難
な
課
題

に
取
り
組
む
役
割
の
一
端
を
担
う
教
師
に
は
、「
分
業
化
さ
れ
、
専

門
化
さ
れ
た
都
市
の
学
校
の
先
生
方
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く

ら
い
の
、
広
い
教
養
や
社
会
的
影
響
力
の
所
有
者
で
あ
る
必
要
が
あ

る
」（
同
前
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
都
市
の
先
生
よ
り
も
悪
い
条
件

で
勤
務
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
言
語
道
断
で
あ

る
」（
一
三
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。

次
に
続
は
、「
へ
き
地
教
育
は
、（
中
略
）
へ
き
地
社
会
の
進
歩
の

推
進
で
あ
る
」
が
、
こ
の
こ
と
は
「
山
の
中
に
一
大
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

を
建
て
る
こ
と
や
、
島
の
中
に
一
大
娯
楽
セ
ン
タ
ー
を
作
る
こ
と
で

は
な
い
」
の
で
あ
り
、
ま
た
村
を
市
に
編
入
す
る
こ
と
で
も
な
く
、

「
へ
き
地
は
都
会
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
認
識
の
上
に
、
い

か
に
し
て
社
会
を
近
代
化
す
る
か
と
い
う
こ
と
」
を
探
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
最
後
に
「
大
都
市
の
方
が
人
口
が
多
い
の

だ
か
ら
、
へ
き
地
は
後
ま
わ
し
と
い
う
の
な
ら
、
多
数
の
暴
力
の
肯

定
で
あ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
の
否
定
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る

（
同
前
）。

続
の
論
考
か
ら
は
、
こ
の
時
期
に
、
へ
き
地
社
会
の
価
値
や
思

想
、
対
人
関
係
な
ど
を
近
代
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
へ

き
地
社
会
全
体
に
諸
資
源
を
投
入
す
る
こ
と
が
、
へ
き
地
教
育
の
整

備
に
必
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
の
整
備
の
一
部
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
高
度
の
専
門
性
を
備
え
た
教
師
の
配
置
、
ま
た
そ
れ
を

可
能
と
す
る
勤
務
条
件
の
充
実
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
識
で

き
る
。

な
お
、
北
設
・
足
込
小
学
校
の
論
考
（
一
七
～
一
九
頁
）
か
ら
、
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子
ど
も
の
生
活
経
験
を
補
う
た
め
の
視
聴
覚
教
材
の
活
用
が
、
こ
の

時
期
の
へ
き
地
学
校
で
試
み
ら
れ
始
め
て
い
た
こ
と
も
認
識
で
き

る
。（

二
）　‌�

一
九
六
〇
年
代
の
半
ば
の
『
教
育
愛
知
』
に
お
け
る‌

へ
き
地
教
育
言
説

一
九
六
三
年
一
月
号
は
特
集
「
へ
き
地
教
育
と
特
殊
教
育
」（
八

～
三
九
頁
）
を
組
み
、
へ
き
地
教
育
に
関
し
て
、
竹
本
三
郎
「
へ
き

地
学
校
の
実
態
と
問
題
点
」、
鈴
木
静
夫
「
へ
き
地
の
分
校
を
た
ず

ね
て

―
北
設
・
神
田
小
学
校
宇
連
分
校

―
」、「
へ
き
地
教
育
に

た
ず
さ
わ
る
先
生
の
声
」、
白
井
秀
雄
「
愛
知
県
へ
き
地
教
育
振
興

会
の
あ
ゆ
み
」、
中
根
徳
之
進
「
愛
知
県
単
級
複
式
教
育
研
究
協
議

会
の
あ
ゆ
み
」
を
掲
載
し
て
い
る
（
二
〇
～
三
九
頁
）。
こ
こ
で
は
、

「
へ
き
地
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
先
生
の
声
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、

へ
き
地
学
校
に
勤
務
す
る
三
名
の
教
師
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
と

し
よ
う
（
（1
（

。

知
多
・
日
間
賀
小
学
校
教
諭
伊
藤
誠
は
、
恵
ま
れ
な
い
環
境
に
あ

る
へ
き
地
の
子
ど
も
に
こ
そ
、
教
師
は
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
教
育
に
尽
力
で
き
る
待
遇
が
教
師
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
を
表
現
し
（
三
〇
～
三
一
頁
）、
東
加
茂
・
朝
日

中
学
校
教
諭
粕
谷
智
は
、
へ
き
地
で
は
他
の
地
域
よ
り
も
父
母
の
教

師
へ
の
期
待
が
大
き
い
ゆ
え
に
、
へ
き
地
学
校
の
教
師
の
責
任
は
重

い
と
述
べ
（
三
二
～
三
三
頁
）、
北
設
・
御
園
小
学
校
校
長
今
泉
隆

一
は
、
教
師
と
「
父
兄
」
が
魂
を
ぶ
つ
け
合
う
関
係
に
あ
る
へ
き
地

に
こ
そ
、
理
想
的
な
教
師
と
保
護
者
の
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
記

し
て
い
る
（
三
四
～
三
五
頁
）。

一
九
六
六
年
二
月
号
の
特
集
「
春
を
ま
つ
い
ぶ
き
」（
一
〇
～
四

一
頁
）
は
、
特
集
名
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い
が
へ
き
地
教
育
に
関
す

る
特
集
で
あ
り
、
竹
内
吉
治
「
愛
知
県
に
お
け
る
へ
き
地
教
育
の
現

状
」、
西
加
茂
・
道
慈
小
学
校
「
光
は
す
ぐ
そ
こ
に
」、
海
部
・
立
田

南
部
小
学
校
福
原
分
校
堀
田
竹
重
「
へ
き
地
学
校
の
一
年
」、
水
野

忠
夫
「
へ
き
地
校
と
先
生

―
南
設
・
細
川
小
学
校
巣
山
分
校

―
」、
山
本
喜
之
「
へ
き
地
に
お
け
る
学
校
給
食

―
北
設
・
田

峯
小
学
校
裏
谷
分
校
、
北
設
・
清
嶺
中
学
校
裏
谷
分
校

―
」、
佐

野
年
治
「
へ
き
地
に
お
け
る
視
聴
覚
教
育
の
効
果
を
あ
げ
る

―
北

設
・
下
津
具
小
学
校

―
」、
森
田
悦
夫
「
わ
が
村
の
教
育
現
状
」、

糟
谷
直
吉
「
自
然
の
恩
恵
に
恵
ま
れ
た
教
育
」
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。竹

内
の
論
考
は
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
を
支
援
す
る
各
種

の
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
愛
知
県
の
歴
史
を
綴
っ
た
も
の
だ
が
、
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そ
の
最
後
に
「
都
市
部
に
お
け
る
現
代
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
発
育
期
に
あ

る
児
童
・
生
徒
の
知
的
・
精
神
的
な
若
芽
を
む
し
ば
ん
で
い
る
現
実

を
思
え
ば
、
へ
き
地
に
こ
そ
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
教
育
的
環
境
や

素
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」（
一
六
頁
）

と
、
へ
き
地
の
教
育
環
境
と
し
て
の
優
位
性
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
堀
田
は
へ
き
地
学
校
赴
任
以
後
の
経
験
を

振
り
返
り
、
複
式
授
業
は
う
ま
く
い
か
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
テ
ス
ト

結
果
も
予
想
以
上
に
悪
か
っ
た
こ
と
、
今
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に

遭
遇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
記
述
し
つ
つ
も
、「
こ
の
分
校
へ
き
て

は
じ
め
て
ほ
ん
と
う
の
教
師
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
」（
二
四
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
西
加
茂
・
道
慈
小
学
校
の
論
考
に
、「
社
会
の
進
歩
と
と

も
に
、
山
の
子
に
少
し
で
も
都
会
の
子
と
の
差
を
な
く
す
る
た
め
に

も
、
学
習
の
能
率
を
あ
げ
る
た
め
に
も
、
教
育
の
機
械
化
を
重
視

し
、
本
年
は
理
科
学
習
を
主
に
視
聴
覚
材
を
利
用
し
て
効
果
を
あ
げ

よ
う
と
考
え
た
」（
二
一
頁
）
と
あ
り
、
佐
野
の
論
考
に
、
へ
き
地

の
子
ど
も
の
経
験
領
域
や
視
野
が
狭
い
こ
と
、
ま
た
「
閉
じ
込
め
ら

れ
た
環
境
に
あ
る
た
め
教
材
資
料
が
乏
し
く
、
学
習
に
う
る
お
い
が

な
い
」（
三
五
頁
）
こ
と
を
克
服
す
る
た
め
に
、
視
聴
覚
教
育
を
積

極
的
に
導
入
し
て
い
る
教
育
実
践
の
紹
介
が
あ
る
こ
と
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
八
ミ
リ
教
材
、
T
V
放
送
、
ス
ラ
イ
ド
、
シ

ン
ク
ロ
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
シ
ー
ト
式
磁
気
録
音
機
）
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
で
、「
へ
き
地
性
」
を
克
服
す
る
と
同
時
に
子
ど
も
た
ち
の
学

習
の
能
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
へ
き
地
教
育
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

南
設
楽
郡
作
手
村
教
委
・
教
育
長
で
あ
る
森
田
は
、「“
へ
き
地
で

は
あ
る
が
へ
き
地
性
の
な
い
教
育
”
そ
れ
が
へ
き
地
教
育
の
振
興
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
」（
三
九
頁
）
と
記
し
て
い
る
が
、
一
九
六

〇
年
代
半
ば
の
特
集
を
読
む
と
、
へ
き
地
や
へ
き
地
学
校
は
、
実
際

に
は
教
師
と
子
ど
も
、
保
護
者
の
関
係
が
親
密
で
、
子
ど
も
の
成
長

す
る
環
境
と
し
て
都
市
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
る
一
方

で
、
そ
の
よ
う
な
環
境
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
の
子
ど
も

と
比
較
し
て
学
力
が
低
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
そ
の
問
題
を
克
服

す
る
た
め
に
、「
教
育
の
機
械
化
」
や
視
聴
覚
教
材
の
導
入
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）　‌�

一
九
六
〇
年
代
の
後
半
の
『
教
育
愛
知
』
に
お
け
る‌

へ
き
地
教
育
言
説

こ
の
時
期
に
は
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
関
す
る
特
集
が
組

ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
自
体
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
へ
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の
関
心
の
衰
退
を
示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
背

景
を
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
言
及
し
て
い
る
論
考
な
ど
か
ら

探
る
こ
と
と
し
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
六
〇
年
代
半
ば
に
は
へ
き
地
は
教
育
環
境
と

し
て
都
市
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
北
設
・

奈
根
小
学
校
教
諭
熊
谷
英
夫
「
へ
き
地
教
育
の
む
ず
か
し
さ
」（
一

九
六
七
年
一
二
月
号
、
九
〇
～
九
一
頁
）
は
、「
今
や
、
貧
し
い
へ

き
地
の
父
母
た
ち
は
、
わ
が
子
の
教
育
費
の
捻
出
に
は
、
異
常
な
ほ

ど
の
熱
心
さ
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
そ
の
背
景
に
は
「
農
業
基

本
法
の
施
行
を
は
じ
め
、
農
漁
業
構
造
改
革
事
業
計
画
や
新
産
業
都

市
の
指
定
に
よ
る
広
域
開
発
行
政
な
ど
」
に
よ
っ
て
、「
へ
き
地
の

将
来
に
明
る
い
展
望
を
持
て
な
い
父
母
の
強
い
生
活
要
求
」
が
存
在

し
、
子
ど
も
た
ち
が
「
よ
い
高
校
や
大
学
に
進
み
、
将
来
、
都
会
で

り
っ
ぱ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
」
こ
と
を
求
め
る
教
育
投
資
的
な
学
校

教
育
観
の
浸
透
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

教
育
事
務
所
・
各
市
教
委
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
設
楽
「
へ

き
地
宿
舎
の
誕
生

―
北
設
・
清
嶺
中
学
校

―
」（
一
九
六
九
年

八
月
号
、
七
六
頁
）
に
も
、「
従
来
は
、
高
校
進
学
を
重
点
的
に
考

え
な
か
っ
た
裏
谷
地
区
の
父
兄
の
認
識
が
、
教
育
優
先
に
移
転
し

た
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。

愛
知
県
へ
き
地
教
育
研
究
協
議
会
理
事
峰
田
晴
雄
「
へ
き
地
教
育

の
望
む
と
こ
ろ
」（
一
九
六
八
年
三
月
号
、
九
四
～
九
六
頁
）
が
、

「
父
母
支
出
学
校
教
育
費
総
額
」
の
中
学
校
の
全
国
平
均
と
一
級
の

へ
き
地
学
校
で
あ
る
作
手
南
中
学
校
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
な
が
ら
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
都
市
の
ほ
う
が
教
育
費
の
多
額
で
あ
っ
た

時
代
は
す
ぎ
、
現
状
で
は
へ
き
地
性
と
正
比
例
し
て
父
母
の
負
担
は

増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
も
、
教
育
投
資
的
な
学
校
教

育
観
を
強
化
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
〇
年
代
後
半
の
『
教
育
愛
知
』
に
は
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地

学
校
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
学
校
図
書
館
の
整
備
（
（1
（

、
複
式
教
育
の
研

究
（
（1
（

、
視
聴
覚
教
材
の
活
用
（
（1
（

、
モ
デ
ル
と
す
る
べ
き
学
校
の
運
営
（
（1
（

な
ど

を
紹
介
す
る
記
事
も
存
在
す
る
が
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
を

理
想
的
な
教
育
や
教
育
と
し
て
語
る
言
説
は
潜
在
化
し
、
福
祉
よ
り

も
、
む
し
ろ
投
資
や
経
済
の
観
点
か
ら
学
校
教
育
を
眼
差
す
視
線
の

へ
き
地
へ
の
浸
透
を
嘆
く
言
説
が
浮
上
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
そ

し
て
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
を
扱
う
特
集
が
存
在
し
な
い
こ

と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
へ
の
関
心

が
、
こ
の
時
期
に
全
体
と
し
て
は
後
退
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
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（
四
）　‌�

一
九
六
〇
年
代
の
『
教
育
愛
知
』
に
お
け
る‌

へ
き
地
教
育
言
説
の
変
容

『
教
育
愛
知
』
を
読
む
と
、
既
に
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
、
へ
き

地
教
育
や
へ
き
地
学
校
が
抱
え
る
諸
課
題
の
克
服
は
へ
き
地
社
会
全

体
の
近
代
化
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
へ
き

地
教
育
や
へ
き
地
学
校
だ
け
に
照
準
し
た
施
策
で
は
そ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
六
〇
年
代
半
ば
に

な
る
と
、
へ
き
地
や
へ
き
地
学
校
が
子
ど
も
の
成
長
す
る
環
境
と
し

て
は
都
市
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
肯
定
的
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
他
方
で
そ
の
よ
う
な
環
境
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

の
学
力
が
低
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
そ
の
問
題
に
対
応
す
る
「
教

育
の
機
械
化
」、
視
聴
覚
教
材
の
導
入
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
六
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
へ
き
地
の
保
護
者
た
ち
が
教
育
投

資
の
観
点
か
ら
学
校
教
育
を
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
、
へ
き

地
社
会
の
あ
る
種
の
都
市
的
な
近
代
化
の
達
成
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の

こ
と
が
教
育
環
境
と
し
て
の
魅
力
を
喪
失
さ
せ
た
の
か
、
へ
き
地
教

育
や
へ
き
地
学
校
に
関
す
る
特
集
が
組
ま
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

六
〇
年
代
で
は
な
い
が
、
一
九
七
〇
年
四
月
号
の
特
集
「
地
域
開

発
と
教
育
」（
八
～
三
九
頁
）
に
含
ま
れ
て
い
る
高
野
史
男
「
都
市

化
現
象
と
教
育
の
諸
問
題
」
は
、
農
家
が
兼
業
化
し
、
そ
の
結
果
と

し
て
各
家
庭
の
収
入
が
増
え
、
都
市
並
み
に
「
消
費
生
活
水
準
は
上

昇
し
」
た
が
、
一
方
で
「
カ
ギ
ッ
子
問
題
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
」
り
、

「
素
朴
な
農
村
の
心
は
す
で
に
過
去
の
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
（
二
八
頁
）。
へ
き
地
が
都
市
化
さ
れ
て
い
る
／
さ
れ
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
都
市
で
生
じ
て
い
る
教
育
問
題
に
対
応
す
る
こ
と

が
、
へ
き
地
に
生
じ
て
い
る
／
生
じ
る
で
あ
ろ
う
教
育
問
題
に
対
応

す
る
こ
と
と
な
り
得
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
新
聞
と
同
様
に
、『
教
育
愛
知
』
に
お
い
て
も
、

一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
が
あ
ま
り
論

じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
両
者
に
お
い
て
へ
き

地
教
育
言
説
が
潜
在
化
し
た
背
景
に
は
差
異
が
存
在
し
て
い
た
。

新
聞
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
諸
資
源

が
配
分
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
改
善
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
配
分
に
は
今
後
も
効
果
が
見
込
め
な
い
か
も
し
れ
な

い
た
め
に
、
あ
る
い
は
へ
き
地
学
校
は
、
過
密
地
域
の
大
規
模
学
校

よ
り
も
教
育
環
境
と
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
、
大
規
模
学

校
の
教
育
条
件
の
改
善
が
優
先
的
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
に
、
結
果
的
に
以
前
ほ
ど
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
が
話
題
と
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な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

一
方
、『
教
育
愛
知
』
で
は
、
六
〇
年
代
半
ば
に
は
理
想
的
な
教

育
環
境
と
し
て
語
ら
れ
た
へ
き
地
学
校
が
、
六
〇
年
代
後
半
に
は
保

護
者
の
教
育
投
資
的
な
学
校
教
育
観
に
囲
繞
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
に
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
が
理
想
の
教
育
や
学
校
と
し

て
「
熱
く
」
語
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
新
聞
と
は
論
じ
ら
れ

な
く
な
っ
た
背
景
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

―
残
さ
れ
た
課
題

―

四
六
答
申
の
「
第
一
編　

学
校
教
育
の
改
革
に
関
す
る
基
本
構

想
」「
第
一
章　

今
後
の
社
会
に
お
け
る
学
校
教
育
の
役
割
」
の

「
一

今
後
の
社
会
に
お
け
る
人
間
形
成
の
根
本
問
題
」
に
、
次
の

よ
う
な
文
章
が
存
在
す
る
。

社
会
の
都
市
化
・
大
衆
化
に
よ
っ
て
、
自
然
環
境
か
ら
隔
絶
さ

れ
た
過
密
な
生
活
環
境
の
中
で
、
心
身
の
健
康
を
維
持
し
な
が

ら
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
が
要
求
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
都
市
生
活
に
伴
う
連
帯
意
識
の
衰
退
を
防
ぎ
、
公
共
心
の

自
覚
を
高
め
る
必
要
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
大
衆
的
な
組
織
の

中
で
自
分
を
見
失
わ
な
い
主
体
性
と
能
動
的
な
社
会
性
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
（
（1
（

。

こ
こ
か
ら
は
、
四
六
答
申
は
社
会
が
都
市
化
・
大
衆
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
あ
る
い
は
都
市
化
・
大
衆
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
前
提
し

て
い
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
を
踏
ま
え
る
と
、

同
答
申
に
お
い
て
へ
き
地
教
育
が
言
及
さ
れ
な
い
の
は
当
然
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
論
文
で
は
、
新
聞
（
中
央
紙
）
や
へ
き
地
を
抱
え
る
教
育
委
員

会
の
機
関
誌
に
お
い
て
、
以
前
は
「
熱
く
」
語
ら
れ
て
い
た
へ
き
地

教
育
や
へ
き
地
学
校
が
、
へ
き
地
や
へ
き
地
学
校
が
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
言
及
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
く
過
程
を
照
射
し
た
。
そ
し
て
本
論
文
は
、
へ
き
地

教
育
や
へ
き
地
学
校
を
論
じ
る
言
説
が
潜
在
化
し
て
い
く
背
景
が
、

新
聞
と
教
育
委
員
会
機
関
誌
で
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し

た
。前

者
で
は
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
対
す
る
諸
資
源
の
配

分
に
は
効
果
が
見
込
め
な
い
と
い
う
認
識
か
ら
、
あ
る
い
は
、
へ
き

地
教
育
や
へ
き
地
学
校
が
抱
え
る
問
題
が
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
都
市
に
お
け
る
過
密
地
域
の
大
規
模
学
校
で
生
じ
て
い
る
問
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題
に
諸
資
源
を
優
先
的
に
投
入
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
認
識
か
ら
、
そ
の
言
説
が
潜
在
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一

方
、
後
者
で
は
、
都
市
部
の
保
護
者
と
同
様
に
、
へ
き
地
の
保
護
者

が
教
育
投
資
的
な
観
点
か
ら
学
校
教
育
を
把
捉
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
の
魅
力
が
失
わ
れ
、
へ
き

地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
固
有
の
問
題
設
定
が
成
立
し
に
く
く
な
っ

た
た
め
、
そ
の
言
説
が
潜
在
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
四
六
答
申
だ
け
が
へ
き
地
教
育
に
言
及
し
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
く
、
同
様
の
事
態
は
、
新
聞
や
教
育
委
員
会
機
関
誌

で
も
生
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
媒
体
は
本
論
文
が
記
述
し

た
言
説
史
的
文
脈
に
よ
っ
て
、
へ
き
地
教
育
を
以
前
ほ
ど
論
じ
な
く

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
論
文
が
導
出
し
た
知
見
を
踏

ま
え
れ
ば
、
四
六
答
申
に
お
け
る
へ
き
地
教
育
へ
の
言
及
の
不
在
に

は
、
そ
れ
ら
の
文
脈
が
相
関
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

但
し
、
本
論
文
は
新
聞
や
教
育
委
員
会
機
関
誌
と
い
う
限
ら
れ
た

媒
体
を
史
料
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
紙
、
別
の
教
育
委
員
会
の

機
関
誌
、
総
合
雑
誌
、
教
育
雑
誌
、
T
V
番
組
な
ど
と
い
っ
た
他
の

媒
体
を
史
料
と
す
れ
ば
、
四
六
答
申
に
お
け
る
へ
き
地
教
育
へ
の
言

及
の
不
在
に
相
関
す
る
別
の
言
説
史
的
文
脈
を
剔
出
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

ま
た
、
へ
き
地
教
育
や
へ
き
地
学
校
に
関
す
る
言
説
が
一
九
六
〇

年
代
後
半
に
潜
在
化
し
た
と
記
し
て
き
た
が
、
本
論
文
が
対
象
と
し

た
時
期
以
降
に
、
そ
の
言
説
は
ど
の
よ
う
に
再
顕
在
化
す
る
こ
と
と

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
四
六
答
申
が
出
さ
れ
た
翌
年
の
六

月
に
は
、
へ
き
地
の
改
善
を
断
念
す
る
の
で
は
な
く
、
過
密
、
公
害

問
題
な
ど
の
解
決
と
同
時
に
取
り
組
も
う
と
し
た
政
策
綱
領
と
し

て
、
田
中
角
栄
が
『
日
本
列
島
改
造
論
』（
日
刊
工
業
新
聞
社
）
を

公
刊
し
、
そ
の
公
刊
が
へ
き
地
教
育
言
説
を
賦
活
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
想
定
で
き
る
が
、
ど
の
よ
う
な
言
説
が
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

さ
ら
に
、
本
論
文
で
は
新
聞
や
教
育
委
員
会
機
関
誌
で
叙
述
さ
れ

る
へ
き
地
住
民
の
姿
に
は
言
及
し
た
が
、
住
民
自
身
は
実
際
に
は
へ

き
地
教
育
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
論
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
論
文
で
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
課
題
を
、

稿
を
改
め
て
探
究
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

付
記　

本
論
文
は
、
J
S
P
S
科
研
費JP20 K02439

、JP20 K02544

、

N
H
K
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
学
術
利
用
ト
ラ
イ
ア
ル
（
二
〇
二
一
年
度
後

期
）
及
び
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
（
二
〇
二
〇
～
二
一
年
度
）
を
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活
用
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注（
1
）　

大
臣
官
房
企
画
室
「（
資
料
）
中
央
教
育
審
議
会
の
審
議
経
過
」

文
部
省
『
文
部
時
報
』
第
一
一
二
九
号
、
帝
国
地
方
行
政
学
会
、

一
九
七
一
年
、
一
一
〇
頁
。

（
2
）　

文
部
省
『
学
制
百
二
十
年
史
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
二
年
、
二

五
一
～
二
五
四
頁
。

（
3
）　
「
第
一
編　

学
校
教
育
の
改
革
に
関
す
る
基
本
構
想
」「
第
二
章　

初
等
・
中
等
教
育
の
改
革
に
関
す
る
基
本
構
想
」
に
お
け
る
「
第

二　

初
等
・
中
等
教
育
改
革
の
基
本
構
想
」
の
「
七　

特
殊
教
育

の
積
極
的
な
拡
充
整
備
」（「（
資
料
）
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の

総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
（
答
申
）」

『
文
部
時
報
』
前
掲
号
、
一
三
〇
～
一
三
二
頁
）、
同
じ
く
第
一
編

第
二
章
第
二
の
「
九　

教
員
の
養
成
確
保
と
そ
の
地
位
の
向
上
の

た
め
の
施
策
」（
同
前
、
一
三
三
～
一
三
六
頁
）、
そ
し
て
「
第
二

編　

今
後
に
お
け
る
基
本
的
施
策
の
あ
り
方
」「
第
一
章　

総
合
的

な
拡
充
整
備
の
た
め
の
基
本
的
施
策
」
の
「
六　

教
育
の
機
会
と

教
育
条
件
の
保
障
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
」（
同
、
一
六
四
～
一

六
七
頁
）
に
「
特
殊
教
育
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。

（
4
）　

同
、
一
六
五
頁
。

（
5
）　

文
部
省
『
わ
が
国
の
へ
き
地
教
育
』
第
四
・
五
章
（
文
部
省
、
一

九
六
一
年
）、
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
連
盟
編
、
天
城
勲
・
木
下
一

雄
監
修
『
へ
き
地
教
育
の
振
興
』（
講
座
へ
き
地
の
教
育
第
一
巻
）

第
一
・
三
章
（
東
洋
館
出
版
社
、
一
九
六
五
年
）
を
参
照
。

（
6
）　
『
わ
が
国
の
へ
き
地
教
育
』
第
三
章
、『
へ
き
地
教
育
の
振
興
』
第

一
章
を
参
照
。

（
7
）　
『
わ
が
国
の
へ
き
地
教
育
』
第
五
章
、『
へ
き
地
教
育
の
振
興
』
第

三
章
を
参
照
。

（
8
）　

全
国
へ
き
地
教
育
研
究
連
盟
や
全
国
へ
き
地
教
育
振
興
促
進
期
成

会
の
結
成
の
経
緯
、
ま
た
そ
の
他
の
へ
き
地
教
育
関
係
団
体
の
一

九
六
〇
年
前
後
の
活
動
に
関
し
て
は
、『
へ
き
地
教
育
の
振
興
』
第

五
章
が
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。
同
章
を
執
筆
し
た
渡
辺
ユ
キ
は
、

福
島
県
で
小
学
校
教
師
と
し
て
へ
き
地
教
育
に
尽
力
し
、
全
国
へ

き
地
教
育
研
究
連
盟
結
成
時
に
は
幹
事
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
人

物
で
あ
る
が
、
同
氏
の
著
書
『
先
生
行
か
な
い
で
』（
信
貴
書
院
、

一
九
六
二
年
）
に
は
へ
き
地
学
校
で
の
教
育
や
子
ど
も
た
ち
の
実

態
、
へ
き
地
の
人
々
の
学
校
に
対
す
る
視
線
な
ど
が
記
述
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
第
二
節
で
言
及
す
る
財
団
法
人
教
育
設
備
助
成
会

設
立
の
起
点
と
な
っ
た
の
は
、
彼
女
が
一
九
五
七
年
に
朝
日
新
聞

社
に
提
出
し
た
陳
情
書
で
あ
り
、
同
財
団
法
人
設
立
の
社
告
が
掲

載
さ
れ
た
『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
〇
年
一
一
月
二
日
付
朝
刊
七
面

に
は
彼
女
の
談
話
「
子
供
の
未
来
の
た
め
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　

へ
き
地
教
育
関
連
記
事
数
は
、
各
紙
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
朝
日
新

聞
ク
ロ
ス
サ
ー
チ
、
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
、
毎
索
）
を
用
い
、「
僻
地
、

へ
き
地
、
辺
地
」
と
「
学
校
、
教
育
」
を
組
み
合
わ
せ
て
合
計
六
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の
A
N
D
検
索
を
実
行
し
、
そ
こ
か
ら
重
複
す
る
記
事
数
を
除
い

た
も
の
で
あ
る
。

（
10
）　

ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
の
歴
史
的
展
開
、
へ
き
地
学
校
を
支
援
す
る
仕

組
み
、
そ
の
支
援
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
教
育
設

備
助
成
会
『
ベ
ル
マ
ー
ク
25
年
』（
財
団
法
人
教
育
設
備
助
成
会
、

一
九
八
六
年
〈
非
売
品
〉）
と
高
井
ジ
ロ
ル
『
ベ
ル
マ
ー
ク
の
ひ
み

つ
』（
日
本
文
芸
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）　

学
校
給
食
が
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
注
目
を
集
め
た
一
因
に
、
盛

岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
発
案
し
た
「
ス
ズ
ラ
ン
給
食
」
と
い
う

取
り
組
み
を
、『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
五
年
六
月
九
日
付
朝
刊
の
記

事
「
岩
手
の
辺
地
に
か
お
る
／
ス
ズ
ラ
ン
給
食
」（
一
三
面
）
が
報

じ
た
と
い
う
事
象
が
あ
っ
た
（
本
文
中
に
記
し
た
同
紙
同
月
一
三

日
付
朝
刊
の
社
説
は
、
こ
の
報
道
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
）。
ス
ズ

ラ
ン
給
食
は
、
弁
当
を
持
っ
て
く
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
の
多
か
っ

た
岩
手
県
岩
手
郡
玉
山
村
立
藪
川
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、

地
域
に
自
生
し
て
い
る
す
ず
ら
ん
を
摘
み
、
そ
れ
を
東
京
や
横
浜

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
購
入
し
て
も
ら
っ
て
給
食
資
金
を
得
る

と
い
う
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
す
ず
ら
ん
給
食
に
関
し
て
は
、
そ

の
記
事
を
執
筆
し
た
前
野
和
久
が
、『
す
ず
ら
ん
給
食
物
語

―
私

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
作
法

―
』（
砂
書
房
、
一
九
九
四
年
）
を
著

し
て
い
る
。

（
12
）　

一
九
六
〇
年
代
後
半
と
な
る
が
、
六
七
年
九
月
に
出
さ
れ
た
自
治

省
「
人
口
急
増
・
急
減
地
域
の
現
状
と
対
策
の
方
向

―
実
態
調

査
結
果
中
間
報
告

―
」
や
六
九
年
一
〇
月
に
出
さ
れ
た
行
政
管

理
庁
行
政
監
察
局
「
過
密
・
過
疎
地
域
に
お
け
る
義
務
教
育
に
関

す
る
行
政
監
察
」
な
ど
は
、
学
校
の
統
廃
合
と
と
も
に
寄
宿
舎
の

整
備
を
提
言
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
提
言
や
経
済
審
議
会
地
域
部

会
「
高
密
度
経
済
社
会
へ
の
地
域
課
題
」（
六
七
年
一
〇
月
）、
国

土
計
画
協
会
「
地
域
社
会
の
変
動
に
対
応
す
る
市
町
村
行
政
の
在

り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」（
六
八
年
三
月
）
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
七
〇
年
四
月
に
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
が
公
布
さ
れ
、

統
合
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
小
学
校
や
中
学
校
の
新
増
築
に
必
要

な
経
費
へ
の
国
庫
補
助
率
を
、
他
地
域
よ
り
へ
き
地
に
つ
い
て
優

遇
す
る
こ
と
で
、
へ
き
地
に
お
け
る
学
校
の
統
合
が
促
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
同
法
の
へ
き
地
（
学
校
）
へ
の
影
響
に
関
し
て
、

若
林
敬
子
『
増
補
版　

学
校
統
廃
合
の
社
会
学
的
研
究
』（
御
茶
の

水
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
第
三
章
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

（
13
）　
『
朝
日
新
聞
』
は
、
一
九
六
九
年
五
月
一
二
日
付
朝
刊
～
一
七
日

付
朝
刊
に
「
小
学
校　

そ
の
過
疎
と
過
密
」
と
い
う
、
岩
手
県
と

埼
玉
県
の
学
校
を
中
心
に
扱
っ
た
連
載
記
事
も
掲
載
し
て
い
る
（
す

べ
て
一
一
面
）。

（
14
）　
『
教
育
愛
知
』
一
九
六
四
年
九
月
号
の
特
集
「
新
し
く
教
壇
に
立
っ

て
」
は
特
集
名
に
へ
き
地
が
入
っ
て
い
な
い
が
、
特
集
に
収
め
ら

れ
て
い
る
「
へ
き
地
校
へ
赴
任
し
て
」（
二
三
～
二
七
頁
）
に
は
、

米
田
健
「
す
ば
ら
し
い
離
島
」
と
杉
本
茂
「
知
っ
て
ほ
し
い
へ
き

地
の
姿
」
と
い
う
、
へ
き
地
学
校
に
勤
務
す
る
二
人
の
教
師
の
文
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章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

教
育
事
務
所
・
各
市
教
委
だ
よ
り
、
足
助
「
へ
き
地
に
こ
そ
よ
い

学
校
図
書
館
を

―
東
加
茂
・
岩
倉
小
学
校

―
」『
教
育
愛
知
』

一
九
六
七
年
一
二
月
号
、
八
三
～
八
四
頁
。

（
16
）　

教
育
事
務
所
・
各
市
教
委
だ
よ
り
、
設
楽
「
す
す
む
複
式
教
育
研

究
」『
教
育
愛
知
』
一
九
六
八
年
三
月
号
、
七
二
頁
。

（
17
）　

北
設
・
清
嶺
中
学
校
「
学
校
教
育
の
現
代
化
の
た
め
の
一
方
策

―
視
聴
覚
教
材
の
総
合
的
活
用
を
試
み
て

―
」『
教
育
愛
知
』

一
九
六
九
年
三
月
号
、
三
二
～
三
四
頁
。

（
18
）　

県
教
委
・
学
校
教
育
課
「
へ
き
地
学
校
の
経
営
」『
教
育
愛
知
』

一
九
六
八
年
一
二
月
号
、
四
〇
～
四
三
頁
。

（
19
）　
「（
資
料
）
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た

め
の
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
（
答
申
）」『
文
部
時
報
』
前
掲
号
、

一
一
七
～
一
一
八
頁
。


